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四
月
二
十
一
日
、
訪
問
介
護
員

養
成
研
修
（
二
級
課
程
）
閉
講
式

が
美
山
文
化
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、

二
十
人
の
研
修
生
に
修
了
証
明
書

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
訪
問
介
護

員
養
成
研
修
は
、
介
護
職
に
従
事

す
る
こ
と
を
希
望
さ
れ
る
方
が
、

三
カ
月
を
か
け
て
高
齢
者
の
方
々

の
ニ
ー
ズ
に
十
分
応
え
ら
れ
る
介

護
員
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
を
目

的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
で
は
、

講
師
で
美
山
や
す
ら
ぎ
ホ
ー
ム
介

護
福
祉
士
の
河
岸
か
お
り
さ
ん
が

「
心
を
尽
く
し
て
、
精
神
と
技
を
鍛

え
、
魂
を
支
え
て
く
だ
さ
い
」
と

激
励
の
あ
い
さ
つ
を
さ
れ
ま
し
た
。

四
月
十
八
日
、
南
丹
市
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
設
立
総
会
が
南
丹
市

役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
総
会
で

は
合
併
協
議
委
員
を
代
表
し
て
上

野
嘉
雄
さ
ん
が
「
我
々
が
今
ま
で

培
っ
て
き
た
経
験
や
知
識
を
生
か

し
、
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
の

役
割
を
果
た
し
な
が
ら
、
健
康
で

生
き
が
い
を
も
っ
て
生
活
で
き
る

明
る
い
長
寿
社
会
を
実
現
し
て
い

き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
を
さ
れ
ま

し
た
。

南
丹
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
、

旧
四
町
で
活
動
し
て
い
た
一
〇
七

ク
ラ
ブ
、
会
員
数
約
五
千
六
百
人

の
連
合
体
と
し
て
新
た
に
四
月
一

日
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

四
月
十
八
日
、
南
丹
市
食
生
活

改
善
推
進
員
協
議
会
設
立
総
会
が
、

南
丹
市
日
吉
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会
で

は
「
私
た
ち
の
健
康
は
私
た
ち
の

手
で
」
を
合
言
葉
に
、
地
域
で
食

生
活
改
善
を
中
心
と
し
た
活
動
が

行
わ
れ
て
お
り
、
南
丹
市
で
は
二

百
七
人
の
会
員
の
方
が
取
り
組
み

を
さ
れ
て
い
ま
す
。
総
会
で
は
、

八
木
支
部
松
本
会
長
が
あ
い
さ
つ

さ
れ
た
後
、
研
修
会
と
し
て
、
南

丹
保
健
所
の
西
邑
章
さ
ん
に
よ
る

講
演
「
高
齢
者
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
に
つ
い
て
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

京
都
府
視
覚
障
害
者
協
会
南
丹

京
丹
波
支
部
の
設
立
総
会
が
、
南

丹
市
美
山
町
に
あ
る
美
山
町
自
然

文
化
村
河
鹿
荘
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
京
都
府
視
覚
障
害

者
協
会
の
内
野
正
光
会
長
が
「
船

井
郡
と
南
丹
市
が
一
緒
に
な
っ
た

新
し
い
支
部
と
し
て
、
今
ま
で
以

上
に
充
実
し
た
活
動
を
行
っ
て
い

き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
を
さ
れ
ま

し
た
。

総
会
で
は
、
料
理
教
室
や
オ
ペ

レ
ッ
タ
（
せ
り
ふ
と
踊
り
の
あ
る

陽
気
な
オ
ペ
ラ
）
の
開
催
な
ど
、

視
覚
障
害
者
の
社
会
参
加
を
促
進

す
る
取
り
組
み
が
決
め
ら
れ
ま
し

た
。

地域の食生活改善活動を広めていきます

あいさつをされる上野嘉雄委員

あいさつをされる内野正光会長

修了証明書が研修生に授与されました

食
生
活
改
善
推
進
員

協
議
会
設
立
総
会

南
丹
市
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
設
立
総
会
を
開
催

訪
問
介
護
員

養
成
研
修
閉
講
式

健康増進と積極的な
社会参加を進める


